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　平成30年告示高等学校学習指導要領は，必修科目地理総合の全体にわたってGIS活用の工夫を求めている。これに
対応した能力の育成を念頭に，歴史学を専攻する学生向けの地理指導法の授業の一環として，GISの入門的な学習プ
ログラムを開発，実施した。受講学生が，高校・大学における地理科目の学修歴に乏しい可能性を考慮し，導入部分
には分布図や地形図の基礎を含めた。GISでは，操作が容易なソフトウエアを使い，地理空間情報の取り扱い，レイヤー
構造の活用，汎用ファイルによるデータの互換，官公庁が公表する統計の地図化等の平易な作業に取り組んだ。授業
後に，地形図やGISを活用した授業のアイデアをMoodleのQ&Aフォーラムを使って受講学生間で共有化するととも
に，相互評価を実施した。学生たちは，本プログラムによりGISの活用について入門者としての成功体験を味わい，
高校教員として地理歴史科の授業でGISを活用する意欲を持つことができた。
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１．はじめに
　地理情報システム（以下，本稿ではGISと表記する）
は，さまざまな情報を位置情報に紐づけて取り扱う。
GISを活用して構築したWeb上の地図や飲食店比較サ
イトなどのなかには，Webサイトの管理者だけでなく，
末端のユーザーが情報を付加し公開することができるも
のも存在する。中学生のスマートホンの利用率が80％1）
に迫っている状況下で，GISは実質的に広く消費者に浸
透していると言ってよく，GISに関する知識技能は国民
に必須の教養となっている。
　2022年度より高等学校において年次進行で実施される
2018（平成30）年告示学習指導要領は，新必履修科目「地
理総合」の目標において，「地図や地理情報システムな
どを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう
にする。」とうたい，GISを用いる技能を強く打ち出した。
このことは，2009（平成21）年告示学習指導要領が「地
理Ａ」及び「地理Ｂ」の内容の取扱いにおいてGISの活
用の工夫に触れるに留めていたことと比較すると劇的な
変化である。2022年度以降の高校地理の授業担当者には，
指導者としてGISに関する知識技能を持つとともに，学
習者に対して適切にGISを活用するための知識技能を指
導することができる資質が求められることとなった。
ところで，2022年以降，高校の地理総合は誰が担当
するのだろうか。地理を専門とする教員がすべての高校
に適正に配置されているとは限らない。地理歴史の免許
を持つ教員であれば，誰もが地理総合の授業担当者とな
りGISと向き合うことになることを前提に，2022年に向
けて準備を進める必要がある。
　本稿では，歴史学を専攻する大学生に，教科の指導法
の授業を通じて，GISについての初歩的な成功体験を与
えGISに向き合う意欲を育てる試みを報告する。目的は，
歴史を専門とする新卒教員が，2022年度から高等学校で
必修となる新科目「地理総合」の授業担当者としてGIS
に取り組むことができる資質の育成である。
２．対象とした学生について
　この報告における対象者は，千葉大学文学部に在籍し
て歴史学を専攻する学生たちのうち，2018年度に教育学
部で他学部生を対象に開講された「社会科・地歴教育論
Ａ」（2単位），を受講した２・３年生2）18名である。こ
の科目は，教科の指導法のうちの地理の指導法に相当
する。
　授業前にアンケート調査を実施し，15名から回答を得
た（表１）。これによると，Web上の地図の活用経験で
は「目的地や調べたい場所の位置を確認する」「目的地
へ行く方法や経路を調べる」が高い回答率であった。一
方で，「地図上に目印をつけ，場合によって文字を記録
したり画像を貼り付ける」「地図上に張り付けられてい
る画像を見る」「地図上で距離や面積を計測する」の回
答率は低かった。
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３．歴史学コースのカリキュラムにおける地理学の
位置づけ
　文学部では，学部全体の選択共通基礎科目として地理
学関係の科目が６科目開講されており，その内訳は，人
文地理学a，人文地理学b，自然地理学a，自然地理学b，
地誌a，地誌bでいずれも２単位である。同名のa科目
とb科目は互いに内容が異なり，隔年開講の関係にある。
歴史学コースの学生は，これらの地理学関係科目を全く
履修せずに卒業することも可能であるが，高等学校地理
歴史科の免許取得要件では，人文地理学，自然地理学，
地誌からそれぞれ１科目，計３科目（６単位）以上が選
択必修とされている。文学部には地理学の専任教員が配置
されておらず，これらはすべて非常勤講師が担当している。
　教科の指導法に相当する科目は，社会科・地歴教育論
Ａ（2単位），社会科・地歴教育論Ｂ（2単位）がともに
高校地歴科の免許取得要件で必修とされている。このう
ち，社会科・地歴教育論Ｂの内容は実質的に歴史の指導
法である。これらはいずれも教育学部が他学部向け科目
として開講しており，非常勤講師が担当している。
　なお，千葉大学の全学共通教養教育では，GISの入門
を標榜する科目は開講されていない。
４．地形図・GIS学習の概要
（１）全体計画における位置づけ
　歴史学コースのカリキュラムの特徴を踏まえると，社
会科・地歴教育論Ａ（地理の指導法）と社会科・地歴教
育論Ｂ（歴史の指導法）では，授業の全体計画の作成に
あたる基本的な考え方がおのずと違ってくる。
　歴史の指導法は，学生が既に歴史学の専門科目を一定
程度履修し，歴史学の基本的な研究法，視点等にそれな
りの力を蓄えていることを前提として授業の全体計画の
作成にあたる必要があるが，地理の指導法は，学生が地
理学の基本的な研究法，視点等に不安を抱え，場合に
よっては高等学校で地理を履修していないことを前提に
授業の全体計画の作成にあたる必要がある。
　このような前提で15回の授業を計画し（表２），その
うち第４回で分布図の基礎基本を指導した上で，第５回
から第８回までの４回を充当して，紙地図，電子地図，
GISを連続的に扱った。授業では詳細な手引きのプリン
トを配付した上で，個人所有パソコンを学内LANに接
続して使い，使用したGISソフトウエア，閲覧履歴，加
工前のデータ，成果物としての分布図画像やレイヤー等
が手元に残るように配慮した。
　戦略としては，まず第４回 統計図表の活用で，分布
図における相対値と絶対値の表現の使い分け，塗色や
ハッチングの原則，階級区分のしきい値の設定等，主題
図作りの基本事項を指導した。
　その上で，第５回 地形図の理解，第６回 地形図の活
用で，地形図が歴史学習に使えそうな期待感を学生に育
てることを目指した。そのため，地理院地図3）や歴史的
農業環境閲覧システム4）に備わるGIS機能はあえて使わず，
地形図の基礎を指導した後は，旧版地形図による景観の
再現，ハザードマップの活用等の読図を実施した。
　第７回 GISの理解，第８回 GISの活用では，GISを使
うことができた達成感を学生が味わうことを目指した。
そのため，GISの仕組みを指導した後は，前時に使って
親近感がある地理院地図で初歩的なGIS機能を経験し，
可能な限り平易な作業で自信を持たるようにした。また，
GISで作成した簡易な図形等を汎用性の高いファイル形
式で保存し他のGISで表示する方法，Web上の統計デー
タを地図化する方法などを体験した。特に，行政機関が
Web上に公開しているさまざまなデータにアクセスして，
情報を適切かつ効果的に調べまとめ，多面的・多角的に
考察する能力は，情報化社会における公民的資質として
不可欠であり，主権者教育の観点からもその意義は大
きい。
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表１ 授業前アンケート 
 
  
問１ Web上の地図（Googleマップ，yahoo地図，マピオン，Goo地図など）を
どのように使用していますか。（複数選択可） 
 
ア 目的地や調べたい場所の位置を確認する 15 
イ 地図上に張り付けられている画像を見る 3 
ウ 施設や店舗の評価や口コミ，営業時間などを調べる 10 
エ 目的地へ行く方法や経路を調べる 14 
オ 地図上で距離や面積を計測する 3 
カ 地図上に目印をつけ，場合によって文字を記録したり画像を貼り付ける 0 
キ 道案内のナビゲーション機能を使う 8 
問２ 位置情報と連動した商用Webサイト（じゃらん，食べログ，Rettyなど）
の地図画面をどのように使用していますか。（複数選択可） 
 
ア 店舗の位置を確認する 12 
イ 目的地へ行く方法や経路を調べる 9 
ウ 周辺の同業者の店舗を探す 2 
表１　授業前アンケート
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（２）Moodleによる学習支援
　この科目では，すべての回を通して千葉大学Moodle
を使った学修支援を行った5）。この一連の４回では，授
業時間外学修の課題レポートとして，地形図学習のつま
ずきの要因と解決策，地形図を活用した地域変容学習の
授業アイデア，WebGISを活用した授業アイデア等の考
案に取り組ませ，成果をMoodleのQ&Aフォーラムに
集約した。Q&Aフォーラムでは，学生間で相互評価を
実施するとともに，指導者からのコメントも公開し，最
終的には中学校社会科，高等学校地理歴史科の授業アイ
デア集として共有した。
　学生たちはMoodle上で優れた点を評価されることで，
「自分の授業アイデアが認められた」と感じ，共有した
授業アイデア集から歴史授業に活用するヒントを得るこ
とで，「地形図やGISは歴史学習に有用だ」と思う。こ
れによって，将来教壇に立った時にGISを授業で積極的
に活用する意欲が育つ。
（３）各回の概要
第５回　地形図の理解
　国土地理院２万５千分１地形図を取り上げ，紙地形図
の図法，図幅１枚の収録範囲，整飾，地図記号，基準点
等の基礎的な知識を確認するとともに，等高線を読む技
能，等高線で表現されない起伏を読む技能等を扱った（図
１）。また，紙地形図と地理院地図の関係を説明した。
　理解を深めるために，カシミール3D6）によって作成
した立体画像に５万分１地形図の画像を重ねて作成した
立体画像（図２），地理院地図で作成した陰影起伏図，
色別標高図（図３）を使用した。
第６回　地形図の活用
　中高生の社会科学習で有用な活用法として，過去の景
観の復元，地域の変容の把握，災害の予測を扱った。
　まず，歴史的農業環境閲覧システムで公開されている
２万分の１迅速測図のうち甲州街道の内藤新宿周辺を閲
覧し，地形図が測量当時の景観の復元に有効であること
を体験した。また博物館等に展示してあるジオラマは学
芸員による適切な考証を経ており，旧版地形図の読図を
検証するための有力な補助教材であることを指導した
（図４）。
　さらに，今昔マップon the web7）により，千葉市中
心市街の変遷を1880年代から現代までたどり，海岸線の
移動と市街地の拡大，戦災による寺院の移転，鉄道と駅
の移転，千葉大学の移転などを読み取った。
　次に，Web上に公表されている各地の災害ハザード
マップを使い，ハザードマップの読み方，つくられ方，
記載内容の限界等について説明した。さらに，旧版地形
図から過去の景観を復元することで，地形図から災害リ
スクを読む方法を指導した（図５）。
　ここでは，各Webサイトに備えられているGIS機能
はあえて使わず，作業をできる限り単純化することによっ
て学生のつまずきを防ぐとともに，次週にWebGISとし
て使用する地理院地図に親しみを持たせることを目指
した。
第７回　GISの理解
ア　GISの概説
　GISの定義，位置情報，地理空間情報，レイヤー構造，
GISデータのファイル形式等，GISの基本的事項につい
て説明をした後，各地の地方公共団体で整備が進められ
ている統合型GISにアクセスし，GISの初歩的な操作を
体験した。
イ　地域統合型GISの体験
　ア 「徳島県総合地図提供システム」の概要
　 　徳島県総合地図提供システム8）は，WebGISであり
インターネット環境があればどこからでもアクセスで
GISの基礎を身に付けた歴史教員を育てる教職科目「地理の指導法」
表２　15回の授業の全体計画
回 各回の主題と副題（１５回の流れ）
1 学習指導案を読む　－あなたの受けてきた授業では，本当に重要なところに多くの時間が割かれていたのでしょうか？－
2 地理や歴史の見方考え方，思考力，技能　－ここを押さえれば，地理や歴史らしい授業になります。－
3 持続可能性の追求　－厄介なことは，次の世代や外国人や女性に押し付ければいいのでしょうか？－
4 統計図表の活用　－その数字は，確かに正しい・・・でも，騙されてはいけません。－
5 地形図の理解　－坂道を判読できない地図は困ります。－
6 地形図の活用　－地形図で過去や未来を読みましょう。－
7 GISの理解　－この知識と技能は，次世代の社会科教師にとって不可欠なものです。－
8 GISの活用　－使わされる側から使う側へステップアップしよう。－
9 写真・絵画の活用　－えっ？何っ？　で，授業のドキドキ感をアップしよう。－
10 メディアの活用　－その報道は事実でしょう。でも，もっと大切な情報があるでしょ？－
11 アクティビティー教材の活用　－共感することで自分自身の問題になり，自分の問題になると学習が深まります。－
12 調べ学習，討論　－勝負がかかると人は熱くなり，責任がかかると質が高くなります。－
13 地域調査，博物館等の活用　－教室の外には本物が待っています。－
14 参加型学習の学習指導案の相互評価（１）　－オリジナルのアイデアで人を唸らせる快感がたまりません。－
15 参加型学習の学習指導案の相互評価（２）　－良いところを見つけて褒められることは，教師の資質の必要条件です。－
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図１ 等高線の指導で使ったモデル（部分） 
 まず、左の図でAB間の断面の中央に急斜面が読み取れることを理解する。次に、右の図
で本来記載されていない標高 15ｍの補助曲線を利用者が想定することで、AB 間の断面の
中央に急斜面の存在を読み取ることができることを理解する。 
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図１　等⾼線の指導で使ったモデル（部分）
　まず，左の図でAB間の断面の中央に急斜面が読み取れることを理解する。次に，右の図で本来記載されていない標高15ｍ
の補助曲線を利用者が想定することで，AB間の断面の中央に急斜面の存在を読み取ることができることを理解する。
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図２ 地理院地図とカシミール３Dを重ねて投影した起伏の読み取り支援 
尾根線と谷線を描き加え、尾根では等高線が山腹に向かって凸に、谷では等高線が山頂
に向かって凸になることを理解する。 　図２　地理院地図とカシミール３Dを重ねて
投影した起伏の読み取り支援
　尾根線と谷線を描き加え，尾根では等高線が山麓に向かっ
て凸に，谷では等高線が山頂に向かって凸になることを理解
する。
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図３ 地理院地図の陰影起伏図を使った起伏の読み取り支援 
扇状地内部の天井川を確認し、学校が河道より低い位置にあること、学校の両側にある
鉄道と道路が河道の下をくぐっている状況を読み取る。 
  
　図３　地理院 の陰影起伏図を使った起伏の
読み取り支援
　扇状地内部の天井川を確認し，学校が河道より低い位置に
あること，学校の両側にある鉄道と道路が河道の下をくぐっ
ている状況を読み取る。
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図４ 迅速測図とジオラマの対比による歴史的景観の読み取り支援 
旧版地形図にジオラマを併用して歴史的景観を読み取る。 
  
（新宿区立新宿歴史博物館webページより） 
甲州街道 
玉川上水 
甲州街道 
玉川上水 
　　　図４　迅速測図とジオラマの対比による
歴史的景観の読み取り支援
　旧版地形図にジオラマを併用して歴史的景観を読み取る。
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図５ 新旧の地形図を比較する教室スクリーンの画面の例 
旧版地形図と現在の地形図を比較し、宅地化以前の土地利用から水害の可能性を考察す
る。 
  
　　　　図５　新旧の地形図を比較する
教室スクリーンの画面の例
　旧版地形図と現在の地形図を比較し，宅地化以前の土地利
用から水害の可能性を考察する。
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きる。都道府県が設置するWebGISのなかでは比較的
多様なジャンルのレイヤーを搭載し，重ね合わせによっ
てはGISならではの発見を期待できる。また，簡易作
図機能があり，利用者が独自の地理空間情報を記入し
てKML形式で保存できる。これらの特徴は，GIS学
習の入門に適したものである。
　イ　搭載されたレイヤーの操作
　 ａ 　「主要路線バス」の運行ルート・バス停位置図を
表示する。徳島駅を中心として周辺へ多くのバス路
線が延びていること，これ以外にも県内に複数のバ
ス路線の結節点があることを読み取り，そのうちの
一つが徳島平野の吉野川中流域にあることを読み
取る。
　 ｂ 　背景地図を「グーグルマップ（衛星＆道路）」に
変更する。徳島平野の吉野川中流域のバス路線の結
節点は，石井町の大型ショッピングモールであるこ
とを読み取る。
　ｃ 　洪水浸水想定区域図を表示する。
　ｄ 　指定緊急避難場所（洪水）を表示する。
　 ｅ 　石井町の大型ショッピングモールの特徴を多角的
に読み取る。
　　⒜ 　広大な駐車場を保有し，複数のバス路線が通じ
ている。集客圏は広範囲に及ぶと考えられる。
　　⒝ 　飯尾川が氾濫した場合に浸水する可能性がある。
すなわち，以前は家屋がなかった後背湿地に用地
を確保した。
　　⒞ 　この施設は洪水時の避難所等から離れていて，
この施設自体も避難所に指定されていない。
　　⒟ 　この施設で浸水時に居合わせた客は，２階以上
に避難すると考えられる。
　ウ　新規地理情報のレイヤー化
　 ａ 　作図機能を起動する。
　 ｂ 　徳島駅と石井町の大型ショッピングモールを中心
として，それぞれ半径５，10，15㎞の同心円を描く
（図６）。
　ｃ 　消費者の買い回り行動の半径の想定値を変えなが
ら，徳島駅前商店街と石井町の大型ショッピング
モールの集客圏を比較する。
　　⒜ 　半径を大きくとるにしたがって，徳島駅前商店
街は集客圏となる範囲に占める海面の比率が上
がる。
　　⒝ 　半径を大きくとるにしたがって，石井町の大型
ショッピングモールは徳島市中心市街のほとんど
を集客圏として含むようになる。
　ｄ 　作図した同心円レイヤーをKML形式で保存する。
　エ　作成したレイヤーの互換表示
　 ａ 　保存した同心円レイヤーをGoogle Earth Pro9）で
開く（図７）。
　 ｂ 　Google Earth Proが搭載する「道路」レイヤーを
開く。地形環境と市街地の広がりが把握しやすい立
体衛星画像を背景画像としたGoogle Earth Proの
画面上に，同心円レイヤーと道路レイヤーが重なる。
ここで再び，徳島市と石井町の商業施設の集客圏を
比較する。
　　⒜ 　徳島駅前商店街と石井町の大型ショッピング
モールはどちらも道路交通が便利な地点に立地し
ている。
　　⒝ 　徳島駅前商店街と石井町の大型ショッピング
モールは，互いを15㎞圏の中に含んでいる。
　　⒞ 　徳島駅前商店街は県沿岸部からの道路交通に関
して優位な条件下にある。
　　⒟ 　石井町の大型ショッピングモールは徳島平野西
部からの道路交通に関して優位な条件下にある。
ウ　地理院地図のGIS機能の体験
　ア 　「地理院地図」の概要
　 　地理院地図は，WebGISの機能を備え，インターネッ
ト環境があればどこからでもアクセスできる。各種地
形図の他，地形の起伏を読み取り易くするためのレイ
ヤー，かつて国土地理院が紙地図として発行した地形
環境に関する主題図，航空写真等を豊富に搭載してい
る。また，簡易作図機能があり利用者が独自の地理空
間情報を記入し，KML形式，GeoJSON形式で保存す
ることができる。これらの特徴により，GIS学習の入
門に適した特徴を備えているといえる。
　イ 　新規地理情報のレイヤー化と搭載されたレイヤー
の重ね合わせ
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図７ Google Earth Proにインポートして表示した自作の同心円レイヤー 
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図６ 徳島県総合地図提供システムの作図機能 
 水害時の避難所のレイヤーに重ねて、２か所の商業拠点を中心に同心円を描画した画面。 
  
図６　徳島県総合地図提供システムの作図機能
　水害時の避難所のレイヤーに重ねて，２か所の商業拠点を
中心に同心円を描画した画面。
図７　GoogleEarthProにインポートして表示した
自作の同心円レイヤー
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　 ａ 　地理院地図の標準地形図を表示する。
　 ｂ 　「機能」の「ツール」の「作図・ファイル」を開く。
　ｃ 　千葉大学西千葉キャンパス周辺に存在する飲食店
のなかから，正門近く，南門（西千葉駅）近くから
それぞれ１店舗を選んでアイコンを付し，店舗の営
業時間，メニューの特色等の情報を地理空間情報と
して記入する。
　ｄ 　JR西千葉駅，京成電鉄みどり台駅，千葉大学正
門からそれぞれ半径500ｍの円を描き，円の属性を
記入する。
　 ｅ 　各飲食店の立地条件を比較検討する。
　　⒜ 　正門から半径500ｍの範囲にはキャンパス内の
すべての学部が含まれ，かつ，みどり台駅，西千
葉駅も含まれる。正門付近の飲食店は，キャンパ
ス内に加えて最寄り駅からも徒歩圏内に位置する。
　　⒝ 　西千葉駅から半径500ｍの範囲には工学部が含
まれるが，他の学部はやや遠くなる。ただし，学
部にかかわらずJR利用者であれば西千葉駅との
間を徒歩で移動することを考慮すると，西千葉駅
付近の飲食店は集客の機会に恵まれた立地といえ
る。
　 ｆ 　作図したレイヤーをKML形式で保存する。
　 ｇ 　「情報」の「起伏を示した地図」から「陰影起伏図」
を選択し，重ねて表示する（図８）。
　ｈ 　ベースマップを淡色地図に変更する。
　ｉ 　陰影起伏図の透過率を調整し，作図したレイヤー，
陰影起伏図，ベースマップのすべてが見えるように
する。
　 ｊ 　千葉大学西千葉キャンパスの地形環境を確認する。
　　⒜ 　キャンパスは，ほぼ平坦な台地上に立地する。
　　⒝ 　キャンパス北側は樹枝状谷，西側には海岸段丘
があり，台地の縁はいずれも明瞭な急傾斜地であ
る。また，南側にも浅い谷がある。
　　⒞ 　キャンパス周辺ではあらゆる地形環境下で宅地
化が進んでいる。
　ウ　作成したレイヤーの互換表示
　 ａ 　保存したレイヤーをGoogle Earth Proで開き，立
体衛星画像をベースマップとして表示する。
　 ｂ 　表示されたレイヤーのアイコンをクリックし，地
理院地図で記入した地理空間情報をGoogle Earth 
Proで表示，確認する。
　ｃ 　関東平野内部の地形的特徴は，Google Earth Pro
よりも地理院地図の陰影起伏図を使うほうが理解し
やすいことを理解する。
第８回　GISの活用
ア　デスクトップGISの体験
　ア　「MANDARA10」の概要
　 　MANDARA1010）では，GISのファイル形式として
多く使われているshapeファイルと，KMLファイル
の双方が使える。
　 　Webから無料で入手できるため，大学生のレポート，
教員の授業プリント作りはもとより，中高生の表現活
動でも活用できる。GISソフトのなかでは扱いが平易
であり，かつ開発者が自ら執筆した解説書が書籍とし
て市販され，容易に入手できる。このなかでは，国勢
調査報告などのcsv形式のデータを地理空間情報に加
工して分布図として表示する方法などが分かり易く説
明されている。これらの特徴により，GIS学習の入門
に適した特徴を備えている。この回は，原則として開
発者が作成した手引きに準拠して実習を行った。
　イ　都道府県別人口分布図の作成
　 　MANDARA10に付属している都道府県別人口統計
データを，地図データに結合させて都道府県別人口分
布 図（円 積 図）を 作 成 し た。こ れ に よ っ て，
MANDARA10の基本操作を体験した。
　ウ　国勢調査報告の地図化
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図８ 地理院地図に陰影起伏図を重ねて表示した自作レイヤー 
  日常の最寄り駅と学部校舎の往復からは意識されない地形環境にも注意を払う。 
  
図８　地理院地図に陰影起伏図を重ねて表示した自作レイヤー
　日常の最寄り駅と学部校舎の往復からは意識されない地形環境にも注意を払う。
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　 ａ 　Webページ「e-stat政府統計の総合窓口」11）にア
クセスし，csv形式で公開されている国勢調査報告
から2015年の外国人人口のデータをダウンロードす
る。
　 ｂ 　マイクロソフトExcelを使って，csv形式のデー
タをMANDARA10で読み込めるように加工し，市
町村別外国人人口の円積図を作成する。
　ｃ 　図中のオブジェクトの属性を表示し内容を確認す
る（図９）。
　ｄ 　外国人人口の分布の傾向を分析しそのようになっ
た要因を考察する。
　 ｅ 　総人口に対する外国人人口の占める割合を階級区
分図で表示する（図10）。
　ｆ 　学生自身の出身都道府県に着目し，外国人人口率
が特徴的な数値を示している市区町村を確認すると
ともに，そのようになった要因を考察する。
　ｇ 　他の学生に考察結果を分かり易く説明する。
　ｈ 　作成した図をKML形式で保存する。
　エ　国土数値情報の地図化
　 ａ 　Webページ「国土数値情報ダウンロードサービ
ス」12）にアクセスし，shapeファイルで公開されて
いる地価公示情報から，学生自身の出身都道府県の
データをダウンロードする。
　 ｂ 　MANDARA10でダウンロードしたshapeファイ
ルを読み込む。
　ｃ 　公示地点を地価によって階級区分してカラー表示
するための，適切なしきい値を設定する。
　ｄ 　公示地点を表示し，背景画像に地理院地図の白地
図を選択する。
　 ｅ 　「国土数値情報ダウンロードサービス」にアクセ
スし，shapeファイルで公開されているDID人口集
中地区から，学生自身の出身都道府県のデータをダ
ウンロードする。
　ｆ 　MANDARA10のレイヤー機能を使い，公示地価
分布図に人口集中地区を重ねる（図11）。
　ｇ 　学生自身の出身都道府県に関して，地価公示地点
の分布，公示地価の傾向，人口集中地区との関係な
どを読み取るとともに，そのようになった要因を考
察する。
　ｈ 　他の学生にしきい値の設定理由や考察結果を分か
り易く説明する。
　ｉ 　作成した図をKML形式で保存する。
　オ　作成したレイヤーの互換表示
　 ａ 　保存した外国人人口，公示地価等のレイヤーを
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図９ MANDARA10で作成した市区町村別外国人人口 
 絶対値は円積図で表現することに留意させる。 
  
 
ポインタ
の経緯度 
オブジェクトの名称 
（行政コード） 
オブジェクトの値（外国人人口）
　　図９　MANDARA10で作成した市区町村別
外国人人口
　絶対値は円積図で表現することに留意させる。
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図１０ MANDARA10で作成した市区町村別外国人人口率 
 相対値は階級区分図で表現することに留意させる。 
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　　図10　MANDARA10で作成した市区町村別
外国人人口率
　相対値は階級区分図で表現することに留意させる。
鳥光 ‐13‐ 
 
図１１ MANDARA10で作成した千葉県の公示地価と人口集中地区の例 
 各自、出身都道府県について作図し、分布の傾向を考察する。 
  
 
　図11　MANDARA10で作成した千葉県の公示地
価と人口集中地区の例
　各自，出身都道府県について作図し，分布の傾向を考察する。
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Google Earth Proで開き，立体衛星画像をベース
マップとして表示する。
５．成果
（１）授業時間外学修の課題レポート
　 　学生がMoodleに書き込んだ課題レポートのうち，
地形図を活用した地域変容学習の授業アイデアでは，
歴史学を専攻している学生ならではの工夫が見られた。
また，WebGISを活用した授業アイデアでは，防災に
関連するものや，高齢者福祉施設や保育所等の配置の
検討など，現代的課題の解決のために地理情報を活用
するものが多かったが，ここでも歴史学習を意識した
ものや工夫次第で歴史学習に関連付けられる可能性が
あるものも少なからず見受けられた。これらについて
その一部の要旨を，投稿されたコメントとともに掲載
する。
地形図を活用した地域変容学習のアイデア（１）
＜投稿者＞
　川崎市川崎区はもともと宿場町として栄えていた
地域であり，近代から現代にかけては京浜工業地帯
の中核を担う地域であった。
　今昔マップを用いて各年代の地図を比較すると，
宿場町の周り以外は田であった近代初期の様子か
ら，埋め立てによって広がった工業地帯の様子，田
畑が減少して住宅地が増えていく様子もわかりや
すい。
　学習単元としては，時代ごとに地形図を見ること
によって土地利用の変遷を学習し，日本史のなかで
川崎という地域を位置づけるという授業展開が可能
ではないだろうか。
＜他の受講者からのコメント＞
　昔から交通の要衝でありながら，埋め立てによっ
て工業地帯としても発展した川崎を今昔マップをも
とにたどることは非常に面白そうです。また，川崎
に焦点を当てて日本史を見ていくという内容は新鮮
でぜひ見てみたいと思いました。
＜指導者からのコメント＞
　浅野町，セメント工場の用地になる前は地図から
見る限り塩田ですね。で，その前は干潟で漁場とし
て使われていました。この土地利用の変化は千葉県
側でもみられるパターンですが，・・・。地形図をツー
ルとして歴史の授業を深めることができそうですね。
地形図を活用した地域変容学習のアイデア（２）
＜投稿者＞
　身延町は富士川流域の地域であることから，鉄道
が発展する以前は富士川舟運が静岡までの物流や日
蓮宗の総本山である身延山参詣に利用されていた。
江戸時代や明治期の地図から河岸（船着場）や宿場
町として栄えた地域を考察する。そして，地図の年
代が現代に近付くにつれて身延線や中央線という鉄
道の発展が起こり，船による物流，交通手段は衰退
したことが地図を用いることでわかりやすく学習で
きる。
＜他の受講者からのコメント＞
今昔マップを用いて，交通と物流の変化に着目する
という考えは，文献のみから情報を得ることと比べ
て，地図を見ながら変化をたどることで，変化をよ
り理解しやすいと思いました。交通と物流の変化と
ともに，繁華街など栄えている地域の変化も考える
とより面白くなりそうだと思いました。
＜指導者からのコメント＞
今昔マップで見ると，旧街道筋は富士川の右岸にあ
り，河岸も右岸側に多かったことが推測できます。
それに対して身延線は左岸に建設されました。地形
的制約？地元政財界の思惑？鉄道会社の都合？原因
はわかりませんが，結果として人の流れは河岸から
駅前へ移ったのですね。現代では，人の流れは鉄道
沿いから幹線道路（特にバイパス）沿いに移ってい
ます。富士川沿岸でその様子がまとめて読み取れる
教材を作れるといいですね。
WebGISを活用した授業アイデア（１）
＜投稿者＞
　小田原市は相模湾に面しており，南海トラフ地震
に伴う巨大津波の危険性がある。また，大きな川，
富士山も近く，かなり災害の危険と隣り合わせにある。
このことを生徒に示した上で，まず通常の地図を見
せ，各災害でどこが危険であるかを考えさせ，避難
所はどこかも聞く。
　次に，市が公開する地理情報システムを用い，ど
のような場所が危険なのか津波防災マップや洪水ハ
ザードマップなどで確かめる。加えて防災マップを
見て各生徒の家に一番近い避難所をチェックさせ，
「マイ避難マップ」をつくる。
　普段，自らが住んでいる場所で災害が起こること
はなかなか意識しないが，市の公開する地理情報を
見ることで少しでもそうした危険を身近に感じさせ
たい。
＜指導者からのコメント＞
　市のGISを見ると，江戸時代から市街地だった旧
城下町は，酒匂川が氾濫してもほぼ浸水しませんね。
しかし津波では10mの高さでほぼ城の麓まで海水を
かぶります。当時の城の建設でどのような災害がど
の程度考慮されていたのか，考えるヒントになりま
すね。
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WebGISを活用した授業アイデア（２）
＜投稿者＞
　須坂市には少子高齢化や若年層流出問題や競争力
のある産業の不足と言った現状がある。この状況に
対して，どのように対応すべきかを地理院地図を使っ
て考える授業を考えたい。
　例えば市内に多くいる高齢者の方々を受け入れる
ための施設を作るのに良い場所はどこなのかを，人
口集中地区や起伏の大小を示した図を照らし合わせ
て考える。
　また，商業施設を誘致したり，既存の観光資源を
生かして，須坂市へ訪れる人々を増加させたいと考
えた時に，市内のどの場所に誘致すれば良いのか，
観光地へのアクセスをよくしたり観光地周辺にも魅
力的な施設を建設したいといったときに，地図を見
ることで，人口の多い大都市に近い部分やICに近
い地域で起伏のないところを探したり，アクセスを
よくするために，道路を整備する必要があるなどの
アイデアを出してもらう。こうすることで，土地利
用と地理的条件や地域的情報を総合して課題に対処
するためのアイデアを考察できると思う。
＜指導者からのコメント＞
　地理院地図の特性がうまく発揮されています。出
身地の子供たちにシミュレーション教材を投げかけ
て，共に地元の将来を考えることができることは最
高ですね。
（２）授業後アンケート
授業後にアンケートを実施し，15人から回答を得た（表
３）。質問項目「GISについてさらに深い学習をする機
会があれば取り組みたい」については15名全員が肯定的
な回答をし，「社会科教員になったら，GISを活用して
授業の準備をしたり授業を工夫したい」についても14名
が肯定的な回答をした。
　これらの背景として，GISの持つ可能性に対する期待
感と，新学習指導要領に対する不安感の存在を考えたい。
　学生はGISの初心者としての成功体験を得た。その中
身は，GISは役に立つという有用感と，GISを使うこと
ができたという達成感から成り立っている。この結果，
学生たちにはGISについてさらに学習したいという意欲
が生じ，将来教壇に立ったらGISを授業で活用したいと
考えるようになった。授業の中では限られた時間の中で，
官公庁が公開する統計を自力で地図化すること，自分自
身の知識や調査結果を地図に書き込むこと，そしてこれ
らを実質的な汎用ファイル形式で保存し各種のGISエン
ジンに搭載されたレイヤーと重ねて表示すること等を経
験し，学生たちはGISが持つ可能性に対して意欲を持っ
た。もとより，地理院地図，徳島県総合地図提供システ
ム，MANDARA10，Google Earth Proでは，いずれも
一部の機能を体験したに過ぎない。しかしわずかな授業
時間を通じてGISの持つ可能性に触れることによって，
体験したGISエンジンに搭載されている未体験の機能，
授業では名称だけ紹介された未体験のGISエンジンにつ
いての関心を高めることができた。
　一方，質問項目「大学での今後の研究で，機会があれ
ばGISを活用したい 」については，肯定的な回答は15名
中11名にのぼったが，否定的な回答も４名あった。授業
の中では，古墳を位置情報にひもづけて地図の上で整理
しているWebサイト13），城下絵図をレイヤーとして持
つWebサイト14）等の存在を紹介し，学生の関心をある
程度惹起することができた。
６　おわりに
社会科・地理歴史科教員のうち地理を専門とする教
員は，現行教育課程下において必ずしもGISを活用した
地理教育に関して高い経験値を持っているわけではない。
このことは，歴史を専門とする教員についても同様であ
る。すなわちGISを活用した地理教育に関して両者が持
つ経験値には大きな違いはない。
　しかし，新教育課程が実施されると，地理を専門とす
る教員は，毎年否応なくGISに向き合うことになり，結
果的にGISを活用した地理教育に習熟し，経験値を高め
てゆく。一方で，歴史を専門とする教員は，偶然訪れる
特定の年度にのみ地理を担当しGISに向き合うことにな
る。この結果，両者のGISを活用した地理教育に関する
経験値の開きは拡大してゆくことになる。
　新教育課程の全容が明らかになって以来，地理教育関
係の諸学会，研究会，団体等ではGISを活用した地理授
業の実施について様々な議論が進められ，ワークショッ
プが行われるなど，現職地理教員のブラッシュアップが
図られてきた。もちろん，現在大学で地理学を専攻して
いる学生たちには，在学中にGISに触れる機会が十分に
ある。新教育課程で地理総合を軌道に乗せるためには，
現職の歴史教員や歴史学を専攻する大学生に対してGIS
に向き合う力を付けてゆくことも，隠れた大きな課題で
ある。
幸いなことに，学生たちは，スマートホンを通じて
レイヤー構造を持つ地図を日常的に使用している。彼ら
は，これをGISとは意識せずに自然のうちに使いこなし
そう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない
GISについてさらに深い学習をする機会があれば取り組
みたい
6 9 0 0
社会科教員になったら，GISを活用して授業の準備をし
たり授業を工夫したい
7 7 1 0
大学での今後の研究で，機会があればGISを活用したい 3 8 4 0
表３　授業後アンケート
GISの基礎を身に付けた歴史教員を育てる教職科目「地理の指導法」
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ている。筆者が意識したのは，精選された平易なGIS学
習プログラムを用意し，歴史学習での活用の可能性を示
唆することで，学生の関心を引き付け，活用する意欲を
刺激することであった。そして，あわよくば学生が歴史
学を研究するためのツールとしてGISに関心を持つこと
であった。
GISの進歩は急速で，バージョンアップは頻繁にあり，
操作画面の表示もしばしば刷新される。学生たちには，
就職後，順調に歴史教員として歩んでいる時期にこそ，
歴史教育にGISを活用し，歴史の授業を工夫することに
努めてほしい。そのことが，進化を続けるGISの知識・
技能を維持し，ある年度に偶然担当する地理総合に対す
る備えにもなる。
　今後は，歴史学を専攻する学生を対象とした教職教育
における，GISの位置付けや指導方法について，大学間
で情報の共有が進むことを期待したい。
注
１）ケータイ社会白書2019年版，pp45
　 http://www.moba-ken.jp/whitepaper/wp19.html　
（2019年10月29日最終閲覧）
２）学科改変のため，学生の所属は2017年度入学生が人
文学科歴史学コース，2016年度入学生が歴史学科であ
る。
３）地理院地図は国土交通省国土地理院が提供する
Webサイト。基本的な地理空間情報である電子国土
基本図，電子国土基本図から編集した地形図などを閲
覧できる。
　https://maps.gsi.go.jp/　（2019年10月29日最終閲覧）
４）歴史的農業環境閲覧システムは，国立研究開発法人 
農業・食品産業技術総合研究機構が提供するwebサ
イト。https://habs.dc.affrc.go.jp/　（2019年10月29日
最終閲覧）
５）Moodle活用の詳細は，鳥光2019を参照。
６）カシミール3DはDAN杉本が開発しWebで公開し
ているフリーソフト。
　https://www.kashmir3d.com/　（2019年10月29日最終
閲覧）
７）今昔マップon the webは，谷謙二が提供するWeb
サイト。全国37地域について明治期以降の新旧の地形
図を切り替えながら表示することができる。
　http://ktgis.net/kjmapw/　（2019年10月29日最終閲覧）
８）徳島県総合地図提供システムは，徳島県が設置する
統合WebGIS。
　https://maps.pref.tokushima.lg.jp/　（2019年10月29日
最終閲覧）
９）Google Earth ProはGoogle LLC.が配布する無料デ
スクトップGIS。
　 ht tp s : / /www .g o og l e . c om/ i n t l / j a / e a r t h /
versions/#earth-pro　（2019年10月29日最終閲覧）
10）MANDARA10は，谷謙二が開発したGISソフト。
デスクトップGISとして使うことができる。
　 http://ktgis.net/mandara/download/index.html　
（2019年10月29日最終閲覧）
11）「e-stat政府統計の総合窓口」は，総務省統計局が
整備し，独立行政法人統計センターが運用管理する政
府統計のポータルサイト。
　https://www.e-stat.go.jp/　（2019年10月29日最終閲覧）
12）「国土数値情報ダウンロードサービス」は，国土交
通省 国土政策局 国土情報課が設置するWebサイト。
　http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html　（2019年10月29
日最終閲覧）
13）例えば，奈良女子大学古代学学術研究センターが設
置する「奈良盆地歴史地理データベース」
　https://nara-hgis.jp/　（2019年10月29日最終閲覧）
14）例えば福井県坂井市が設置する「坂井市WebMap」
　 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/kikaku/shisei/
joho/webmap/sakaishi-webmap.html 　（2019 年 10 月
29日最終閲覧）
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